
少子化・人口減少対策 

富山県高齢者保健福祉計画・第６期富山県介護保険事業支援計画（案）のポイント 

＜第１節＞高齢者の健康・生きがいづくり 
  

１ 健康寿命を延ばすための若いときからの 

   健康づくり 

２ エイジレス社会（生涯現役社会）への   

取組みの推進 

   ・高齢者等による地域社会の担い手づく

りの推進 

 

■高齢者の増加、高齢化率の上昇（生産年齢人口（支え手）
の減少） 

 ・富山県人口将来予測（単位：千人） 

 

 

■高齢者の一人暮らしや夫婦のみ世帯の増加 
 （家族介護力の低下） 
 ・単身高齢者 Ｈ㉒ 31千人→Ｈ㊲ 45千人（1.4倍） 
 ・高齢者夫婦のみ世帯 Ｈ㉒ 41千世帯 →Ｈ㊲ 49千世帯 
                                （1.2倍） 

■要介護（要支援）認定者、認知症高齢者の増加 

 ・要介護認定者数（見込み）  

   H㉖ 58千人→H㊲ 79千人（1.4倍） 
 ・認知症高齢者数 H㉕12月 約36千人 

■介護費用の増加 
 ・介護給付費（見込み） 
  H ㉖ 963億円 → H㊲ 1,310億円（1.4倍） 

 
 
■介護人材の需要増（見込み） 
・介護人材需要推計 
  Ｈ㉔ 約1.5万人→ H㊲ 約2.2万人(1.5倍）  

■ＩＣＴ（情報通信技術）の発達 

 

 

 

・健康寿命の延伸 

・高齢者の就労・社会参加の促進 

・地域包括ケアシステムの構築（医療・介護連携、介護予防
の推進、生活支援の体制整備、住まいの安定的な確保 等） 

・認知症施策の推進 

・サービス基盤の充実 

・介護人材の確保、資質の向上 

・保健・医療・介護分野におけるＩＣＴ化の推進 

 

 
【既存の取組】 がん検診受診促進ﾓﾃﾞﾙ事業 等 

課題４「健康づくりを後押しする情報提供」 

  医療・健診ﾃ゙ ﾀー分析検討事業 ３０，０００千
円 

（ﾚｾﾌﾟﾄ・健診等ﾃﾞｰﾀ分析による効果的保健事業の推進） 

    ｺﾗﾎﾞﾍﾙｽ実証ﾓﾃﾞﾙ事業 ２，０００千円 
（健診ﾃﾞｰﾀ活用で従業員の健康づくりを促す企業支援） 

  薬局健康情報拠点化推進事業 １，０００
千円 

（薬局等による健康相談・健康情報発信の推進） 

 

新 

健康情
報 

 
【既存の取組】 女性健康相談センター（ｻﾝﾌｫﾙﾃ内）、 

特定不妊治療費助成 

女性の健康 

新 

新 

禁煙 
【既存の取組】 世界禁煙ﾃﾞｰ啓発ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ等 

 

＜評価指標（主なもの）＞ 
・健康寿命… 
 (H22) 男性70.63歳、女性74.36歳  
→ (H37 )平均寿命の増加分を上回る健康寿
命の増加 
・要介護認定を受けていない高齢者 
（65～74歳）の割合… 
（Ｈ25）96.3％→（Ｈ37）増加させる 
・高齢者（65歳～69歳）の就業率… 
 （Ｈ22）40.5%→（Ｈ37）40.5 %以上 
 

拡 

高齢化の進展と高齢者等の現状 

 
【既存の取組】 通いの場づくりに係るモデル事業、 

介護予防普及啓発 等 

課題７「高齢者に適した健康・体力づくり」 

  介護予防市町村支援事業 １，０５０千円 
（通いの場づくりに係るモデル事業の拡大等） 

    地域包括ケア推進支援事業 ３，０００千円 
（厚生センターによる介護予防マネジメント研修等（市町村対
象）） 

  高齢者が住みよい住宅改善支援 ８，０００千円 
（高齢者が安心して住み続けられる住環境整備） 

新 

新 

介護予
防 

 

 
 ○団塊の世代が75歳以上となる2025年（平成37年）までの 
  間に、介護保険制度の持続可能性を維持しつつ、高齢者 
  が可能な限り住み慣れた地域でその有する能力に応じ自 
  立した生活を営むことを可能にするためには、医療、介護、 
  介護予防、住まい及び自立した日常生活の支援が包括的 
  に確保される地域包括ケア体制の構築が必要です。 
   

 ○このため、本計画では、以下を「基本目標」とします。 
 
 
 
 
 
 
 ○県では、行政、サービス事業者、企業だけでなく、地域社 
  会で暮らす高齢者自身や県民一人ひとりが、互いに連携・ 
  協力し、すべての高齢者が、健康で生きがいをもちながら、 
  また、介護が必要となっても、住み慣れた地域の中で、安 
  心した生活を営み続け、その人生を全うすることができるよ 
  うな社会の実現を目指します。 

 基本目標 

課題８「地域間格差の解消／総合的拠点の設
置」 

  「県介護予防推進ｾﾝﾀー （仮称）」検討 １，０００

千円 
（介護予防を総合的に推進する県拠点の設置検討） 

（県国際健康プラザ等に併設） 

富山県介護予防推進センター（仮
称） 

１ 調査・検証 ２ 人材育成 団塊の世代がすべて後期高齢者（75歳以上）となる 
2025年（平成37年）を見据えた取組みが必要 

４ 普及啓発 

    すべての高齢者が、人として尊重され、健康で生きがいをもちながら、住み慣れた 
    地域で安心して暮らせる社会の構築～地域包括ケア体制の構築に向けて～ 

2025年（平成37年）を 

見据えた基本目標 

すべての高齢者が、人として尊重され、健康で
生きがいをもちながら、住み慣れた地域で安心
して暮らせる社会の構築 
～地域包括ケア体制の構築に向けて～ 

 

・地域支援事業の充実（在宅医療・介護連携、認知症施策、生活
支援サービス等） 

・一部の介護予防給付の市町村事業への移行 

・特別養護老人ホームの入所指針の見直し     等 

計画の施策体系 

 
 
 
 
 
 

＜第３節＞地域包括ケアシステムを支える
体制づくり 

１  保健・福祉の人材養成と資質向上 
２ サービスや制度運営の質の向上 

    ・総合的な支援体制の推進 
   新健康・医療・介護分野におけるＩＣＴ 
   化の推進 

 

富山県高齢者保健福祉計画（計画期間 平成27年度～平成29年度） 

＜第２節＞介護サービスの充実と地域包括ケア 
        システムの構築 
１  在宅と施設のバランスのとれた介護サービスの

充実 
２ 介護との連携による在宅医療の推進 

  新在宅医療の推進と普及啓発 

  新在宅医療提供体制の整備 

  新在宅医療・介護連携の推進 

３ 介護予防と生活支援サービスの充実 

  ・リハビリテーションによる介護予防の強化 

  新効果的な介護予防の取組みと評価 

  新生活支援・介護予防サービスの基盤整備の

推進 

４ 認知症施策の推進 
  ・地域における支援体制の推進 
 
５ 高齢者の住まいの確保と安全安心なまちづくり 

 
 

＜評価指標（主なもの）＞ 
・ケアネット21実施地区数… 

（H25）231地区→（Ｈ37）300 地区 

・在宅医療を行う開業医グループへの参加

医師数…(H25） 188人→ (H37 )増加させる 

 

＜評価指標（主なもの）＞ 
・訪問介護員数… 
 （Ｈ25）23,546人→（Ｈ37）32,279人 

 2025年の状況（推計） 

平成27年度介護保険法等改正への対応 

※下線部は、2025年に向けて取組みを開始、推進するもの 

富山県人口

Ｈ22 1,093 285 (26%) 147 (13%)

H37 986 332 (34%) 206 (21%)

75歳以上（％）65歳以上（％）

資料１ 

■介護保険料の上昇　県平均（月額）
　　５期 5,513円→６期 5,975円→H㊲ 見込8,300円（５期比1.5倍）


